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立
ち
上
が
ろ
う

　み
ん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し

広報

No.432 の里 新庄

■人口動態■
平成30年１月31日現在

（  ）内は先月比

男………453人(ー1）
女………499人(ー3）
計………952人(ー4）
世帯数…391戸(ー2）

岡
山
新
庄
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総
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開
催…
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林
業
活
性
化
委
員
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視
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３
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小
中
一
貫
教
育
全
国
サ
ミ
ッ
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４
面

お
知
ら
せ…

…
…
…
…
…
…

５
面

平
成
30
年
度
新
庄
村
行
事
計
画…

６
面

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告…

７
面

社
協
だ
よ
り…

…
…
…
…
…

８
面

学
校
だ
よ
り…

…
…
…
…
…

９
面

保
育
所
だ
よ
り…

…
…
…
…

10
面

＝
主
な
記
事
＝

（関連記事10面）

鬼は～外
福は～内

手作りお面をかぶって､節分を楽しみました。



広 報 新 庄第432号 平成30年２月20日発行（2）

　１
月
23
日
（
火
）
に
消
防
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
消
防
委
員

会
で
は
、
本
年
度
の
活
動
に
つ
い

て
の
報
告
、
来
年
度
の
活
動
予
算

に
つ
い
て
の
審
議
及
び
来
年
度
の

活
動
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
来
年
度
実
施
す
る

総
合
防
災
訓
練
を
始
め
と
し
て
、

消
防
・
防
災
に
関
わ
る
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　千
葉
）

消
防
委
員
会
開
催

　１
月
10
日
、
真
庭
農
協
と
全
国

共
済
農
協
連
合
会
岡
山
県
本
部
か

ら
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
や
反
射
材

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
い
っ
た
交
通
安

全
資
材
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

日
は
真
庭
農
協
の
矢
谷
代
表
理
事

専
務
か
ら
小
倉
村
長
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　交
通
事
故
防
止
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　小
畑
）

交
通
安
全
資
材
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

岡
山
新
庄
会
総
会
開
催

　１
月
21
日
（
日)

、
岡
山
市
内

に
お
い
て
第
10
回
岡
山
新
庄
会
総

会
が
約
40
名
の
参
加
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　岡
山
新
庄
会
は
岡
山
市
及
び
そ

の
周
辺
に
居
住
し
て
い
る
村
出
身

者
・
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
で

構
成
す
る
会
で
す
。
村
外
に
お
け

る
村
の
応
援
団
と
し
て
村
の
イ
ベ

ン
ト
等
に
参
加
し
て
頂
い
た
り
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
活
動
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　当
日
は
、
事
業
報
告
、
会
計
報

告
及
び
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

会
長
は
今
期
に
引
き
続
き
金
盛
秀

禎
さ
ん
（
梨
瀬
出
身
）
が
務
め
ら

れ
ま
す
。

　現
在
、
岡
山
新
庄
会
で
は
新
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
会
希

望
の
方
か
ら
の
ご
連
絡
、
さ
ら
に

は
入
会
頂
け
そ
う
な
ご
親
族
・
ご

友
人
・
ご
知
人
の
紹
介
は
役
場
担

当
の
千
葉
ま
で
お
願
い
致
し
ま

す
。　

　
　（
総
務
企
画
課

　千
葉
）

新
庄
村
自
然
保
護

　
　
　
　審
議
会
開
催

　平
成
30
年
１
月
23
日
（
火
）
に

創
生
セ
ン
タ
ー
で
自
然
保
護
審
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　今
回
は
、
ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ

ン
モ
ド
キ
に
関
す
る
調
査
の
最
終

年
度
報
告
と
、
水
生
生
物
調
査
に

つ
い
て
の
中
間
報
告
及
び
谷
田
湿

原
の
復
元
作
業
と
今
後
の
活
用
に

つ
い
て
を
審
議
し
ま
し
た
。

　ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ

に
関
す
る
調
査
報
告
に
つ
い
て
、

委
託
先
で
あ
る
（
公
財
）
岡
山
県

環
境
保
全
事
業
団
の
池
田
綱
介
学

術
博
士
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
結
論
と
し
て
村
内
調
査
エ
リ

ア
で
は
個
体
の
確
認
は
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
報
告
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
草

刈
り
に
「
不
均
一
さ
」
を
つ
く
る

な
ど
対
応
策
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活

動
を
維
持
し
て
い
く
か
が
課
題
と

な
る
わ
け
で
す
が
、
視
点
を
変
え

る
時
期
が
来
た
と
い
う
指
摘
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
ウ
ス

イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
を
中
心

と
し
た
活
動
で
は
な
く
、
自
然
全

体
の
中
の
ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

モ
ド
キ
と
い
う
位
置
付
け
に
変
え

て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
保
全
作
業

に
か
か
る
人
手
確
保
の
た
め
に
大

学
と
の
連
携
な
ど
の
対
応
策
も
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

　水
生
生
物
調
査
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

　谷
田
湿
原
の
復
元
作
業
と
今
後

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
自
然
保
護

セ
ン
タ
ー
の
西
本 

孝
主
任
研
究

員
か
ら
、｢

７
年
間
か
け
て
谷
田

湿
原
の
復
元
作
業
に
携
わ
り
、
と

て
も
よ
い
景
観
に
な
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。
こ
の
景
観
を
新
庄
村
の

資
源
と
考
え
た
い
。
ヒ
メ
ノ
モ
チ

や
が
い
せ
ん
桜
は
人
が
来
て
経
済

効
果
も
あ
る
。
次
な
る
資
源
は

サ
ー
ビ
ス
。
こ
こ
に
来
て
好
き
な

花
の
写
真
が
撮
り
た
い
、
歩
い
て

見
た
い
、
と
い
う
も
の
に
応
え
る

サ
ー
ビ
ス
。
ブ
ナ
林
と
セ
ッ
ト
に

湿
原
を
考
え
る
な
ど
、
資
源
を
有

効
に
活
用
す
る
計
画
を
策
定
し
て

は
ど
う
か
。
」
と
い
う
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
委

員
か
ら
は
、
ブ
ナ
を
増
や
し
て
は

ど
う
か
、
昔
は
湿
原
で
あ
っ
た
所

は
復
元
可
能
で
あ
り
、
村
全
体
で

聞
き
取
り
し
て
は
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
来
年
度
は
利
用
計

画
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　（
総
務
企
画
課

　辻
）
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　１
月
21
日
（
日
）
、
新
庄
村
公

民
館
大
会
議
室
を
会
場
に
第
16
回

新
庄
村
ヒ
メ
ノ
モ
チ
生
産
振
興
大

会
に
あ
わ
せ
て
ひ
め
の
も
ち
普
及

月
間
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　今
回
は
、
平
成
30
年
か
ら
の
農

業
関
係
施
策
に
つ
い
て
、
中
国
四

国
農
政
局
岡
山
支
局
の
龍
口
参
事

官
か
ら
、
も
ち
米
に
関
す
る
動
向

と
来
年
度
よ
り
変
わ
る
生
産
調
整

に
つ
い
て
の
10
ア
ー
ル
あ
た
り

７
，
５
０
０
円
の
補
助
金
の
廃
止

と
、
水
田
活
用
補
助
金
（
飼
料
作

物
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
、
加
工
用
米
等
）
の

継
続
に
つ
い
て
、
農
業
共
済
組
合

連
合
会
の
谷
口
計
画
課
長
よ
り
、

平
成
31
年
度
よ
り
始
ま
る
収
入
保

険
制
度
に
つ
い
て
説
明
た
だ
き
ま

し
た
。

　ヒ
メ
ノ
モ
チ
生
産
組
合
の
出
荷

目
標
で
あ
る
５
，
０
０
０
俵
が
達

成
で
き
る
よ
う
村
と
し
て
も
、
価

格
の
安
定
化
、
需
給
に
応
じ
た
生

産
等
に
つ
い
て
調
整
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
生
産
者
の
皆
様
の
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　竹
本
）

｢

ひ
め
の
も
ち
普
及
月
間｣

農
業
振
興
大
会

　第
１
次
産
業
の
活
性
化
を
目
指

し
、
農
業
の
活
性
化
施
策
を
検
討

す
る
新
庄
村
土
管
理
セ
ン
タ
ー
産

業
振
興
部
会
（
通
称
：
新
庄
村
農

業
活
性
化
委
員
会
）
を
１
月
24
日

（
水
）
開
催
し
ま
し
た
。

　５
回
目
と
な
る
今
回
の
会
議
で

は
「
儲
か
る
農
業
」
を
ど
の
様
に

し
て
実
現
す
る
か
を
主
題
に
「
平

成
30
年
度
か
ら
取
り
組
む
べ
き
課

題
」
に
つ
い
て
、
「
新
庄
村
の
農

業
の
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
提

言
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し

た
。　今

後
の
活
性
化
委
員
会
で
は
今

年
度
末
に
予
定
し
て
い
る
新
庄
村

へ
の
提
言
に
向
け
て
、
委
員
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
の
ご
意
見
を

基
に
農
業
の
活
性
化
と
産
業
お
こ

し
、
ヒ
メ
ノ
モ
チ
が
抱
え
て
い
る

課
題
、
園
芸
が
抱
え
て
い
る
課
題

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　村
民
の
皆
様
か
ら
も
農
業
活
性

化
に
向
け
た
ご
意
見
、
ご
要
望
等

を
お
受
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
産
業
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　竹
本
）

農
業
活
性
化
委
員
会

　新
庄
村
林
業
活
性
化
委
員
会
で

は
、
１
月
25
日
に
特
用
林
産
物
の

生
産
を
主
題
と
し
た
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
視
察
先
は
、
玉
野

市
に
拠
点
を
置
く
浅
野
産
業
株
式

会
社
食
品
事
業
部
で
す
。

　

　浅
野
産
業
で
は
、
菌
床
栽
培
に

よ
り
シ
イ
タ
ケ
２
３
０
ト
ン
、
キ

ク
ラ
ゲ
30
ト
ン
を
２
つ
の
工
場
で

生
産
し
て
い
ま
す
。

　工
場
内
部
の
視
察
で
は
、
各
生

産
工
程
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
シ
イ
タ
ケ
栽
培
、
キ
ク

ラ
ゲ
栽
培
は
機
械
化
が
難
し
い
と

の
こ
と
で
非
常
に
人
手
が
か
か
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
　（
産
業
建
設
課

　林
務
係
）

林
業
活
性
化
委
員
会
視
察

真
庭
い
き
い
き

農
林
業
者
の
つ
ど
い
開
催

　１
月
19
日
（
金
）
、
真
庭
市
久

世
エ
ス
パ
ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

真
庭
い
き
い
き
農
林
業
者
の
つ
ど

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

　今
年
は
新
規
就
農
者
５
名
、
就

林
者
６
名
の
紹
介
が
あ
り
、
活
動

事
例
発
表
を
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

や
真
庭
高
校
が
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
講
演
で
は
、(

株)

野
生
鳥

獣
対
策
連
携
セ
ン
タ
ー
の
阿
部
豪

氏
に
よ
る
「
猪
・
猿
・
鹿
〜
真
庭

に
巣
食
う
害
獣
に
立
ち
向
か
う
〜｣

と
題
し
て
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。  

　ま
た
、
新
庄
村
で
も
３
月
24
日

午
後
か
ら
阿
部
先
生
に
よ
る
講
演

会
を
美
作
県
民
局
及
び
真
庭
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
の
協
賛
を
い
た
だ

き
開
催
す
る
計
画
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　竹
本
）

見
違
え
る
成
人
式
の
笑
顔
か
な

　
　
　

    

三
鴨

　浩
子

元
旦
や
猫
も
杓
子
も
皆
目
出
度

　
　
　

    

峠
下

　
　巌

過
疎
の
村
美
し
き
初
日
を
賜
り
ぬ

　
　
　

  

樋
口

　正
直

雪
の
村
一
人
を
乗
せ
て
始
発
バ
ス

　
　
　渡
邉

　算
人

厳
寒
の
セ
ン
タ
ー
試
験
無
事
祈
る  

　
　
　兵
江

　道
子

今
月
の
俳
句

（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

は
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第
12
回
小
中
一
貫
教
育

全
国
サ
ミ
ッ
ト
in
京
都

第
３
回
新
庄
村

総
合
教
育
会
議
を
開
催

　１
月
31
日
（
水
）
に
公
民
館
大

会
議
室
に
お
い
て
、
今
年
度
３
回

目
と
な
り
ま
す
新
庄
村
総
合
教
育

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　

　今
回
は
平
成
30
年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て
新
た
な
事
業
を
中
心
に

協
議
を
し
ま
し
た
。
特
に
新
学
習

指
導
要
領
が
平
成
32
年
度
か
ら
小

学
校
で
完
全
実
施
と
な
る
こ
と
か

ら
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
デ
ジ
タ

ル
教
材
を
活
用
し
た
授
業
に
向
け

て
、
電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
を
早
急
に

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い

て
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き

る
新
庄
っ
子’

を
育
て
る
た
め
進

め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
施
策
や
目

指
す
方
向
性
に
つ
い
て
共
通
認
識

を
図
り
ま
し
た
。
平
成
31
年
度
か

ら
の
実
施
に
向
け
、
引
き
続
き
協

議
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　（
教
育
委
員
会

　山
田
）

　１
月
25
・
26
日
、
京
都
市
内
の

小
中
学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た

「
第
12
回
小
中
一
貫
教
育
全
国
サ

ミ
ッ
ト
」
に
小
倉
村
長
を
は
じ
め

石
倉
教
育
長
、
教
育
委
員
の
５
名

で
参
加
し
ま
し
た
。

　初
日
は
御
池
中
学
校
の
公
開
授

業
及
び
研
究
協
議
会
に
、
そ
れ
ぞ

れ
関
心
の
あ
る
授
業
に
わ
か
れ
て

見
学
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

　二
日
目
は
「
施
設
環
境
の
工
夫

が
支
え
る
小
中
一
貫
教
育｣

を
テ
ー
マ
に
し
た
分
科
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
大
槌

学
園
（
岩
手
県
）
、
府
中

市
第
一
中
学
校
（
広
島

県
）
、
東
山
泉
小
中
学
校

（
京
都
府
）
の
３
校
に
お

い
て
施
設
一
体
型
又
は
施

設
併
用
型
で
行
わ
れ
て
い

る
取
組
み
に
つ
い
て
発
表

が
あ
り
、
目
指
す
小
中
一

貫
教
育
や
こ
れ
ま
で
の
成

果
・
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　全
国
的
に
小
中
一
貫
教

育
の
取
組
み
は
都
道
府
県

に
お
い
て
温
度
差
が
あ
り

ま
す
が
、
義
務
教
育
９
年

間
の
中
で
確
か
な
学
力
の

向
上
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
な
ど

共
通
の
目
標
を
も
っ
て
児

童
・
生
徒
を
育
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会

　山
田
）

お
元
気
で
す
か
？

『
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
』

　近
年
、
市
販
さ
れ
る
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
の
種
類
も
増
え
、
「
こ

れ
１
本
で
１
日
分
の
野
菜
が
取
れ

ま
す
」
と
う
た
っ
て
い
る
も
の
を

多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス

を
飲
ん
で
い
る
か
ら
野
菜
は
し
っ

か
り
取
れ
て
い
る
、
と
思
わ
れ
て

い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　野
菜
ジ
ュ
ー
ス
は
、
１
日
の
野

菜
摂
取
量
の
３
５
０
ｇ
（
厚
生
労

働
省
「
健
康
日
本
21
」
で
推
奨
）

が
利
用
さ
れ
て
い
れ
ば
「
１
日
分

の
野
菜
が
取
れ
る
」
と
標
記
で
き

ま
す
が
、
野
菜
の
種
類
や
栄
養
素

の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ー

カ
ー
や
商
品
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ

て
い
る
野
菜
の
種
類
や
質
は
大
き

く
左
右
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
加
工

す
る
段
階
で
、
「
絞
る
」
「
加
熱

す
る
」
と
い
う
行
程
が
加
わ
り
、

代
表
的
な
も
の
で
は
、
熱
に
弱
い

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
口
当
た
り
を
よ
く

す
る
た
め
に
除
去
れ
る
こ
と
が
多

い
不
溶
性
食
物
繊
維
が
減
少
し
が

ち
で
す
。

　健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
「
主

食
」
「
主
菜
」
「
副
菜
」
の
揃
っ

た
ご
飯
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
食
事
の

中
で
必
要
な
野
菜
を
食
べ
る
の
こ

と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
で
す
が
、

冬
場
は
野
菜
の
収
穫
量
が
減
り
、

値
段
も
高
騰
し
、
３
５
０
ｇ
の

様
々
な
野
菜
を
取
る
こ
と
は
困
難

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
食
事
で

不
足
し
た
野
菜
を
補
う
目
的
と
し

て
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
を
上
手
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

「
活
用
方
法
」

◇
日
々
の
食
事
と一
緒
に

◇
外
食
で
野
菜
が
不
足
し
た
時
の

　間
食
と
し
て
食
事
の
前
後
に

◇
体
調
が
優
れ
な
い
と
き
に
消
化

　の
良
い
食
事
と
共
に

◇
砂
糖
の
入
っ
た
飲
み
物（
清
涼

　飲
料
水
や
缶
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）

　の
代
替
え
と
し
て

◇
砂
糖
や
食
塩
の
配
分
の
少
な
い

　も
の・野
菜
の
種
類
が
多
い
も
の

　を
選
び
ま
し
ょ
う

◇
飲
み
過
ぎ
る
こ
と
で
の
エ
ネ
ル

　ギ
ー
の
取
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま

　し
ょ
う

　健
康
の
た
め
に
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
心
が
け
、
補
助
と
し
て

「
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
」
を
上
手
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　（
住
民
福
祉
課

　大
塚
）



工事等入札結果

入 札 日

平成30年１月26日 ㈱ 三 木 工 務 店 230万円(248万円)　 平成30年3月31日新庄村空き家改修・宅内
下水道工事（鈴木邸）

事　　業　　名 業 者 名    落札価格（契約金額） 工 期

お

ら
知

せ

年  

金  

相  

談

区 分
村　　　内

12月期

件 数

死 者

重 傷

軽 傷

0

0

0

0

7件

0人

0人

7人

12

0

3

13

103件

3人

13人

118人

本年の累計 12月期 本年の累計

真庭圏域内

事

故

12月期の交通事故・違反者発生状況

（総務企画課　小畑）

　３
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日

　時
　３
月
８
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　13
時
〜
15
時

　３
月
22
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　13
時
〜
15
時

場

　所
　真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　い
し
ま
す
。

予
約
先

　津
山
事
務
所

　お
客
様
相
談
室

　℡
０
８
６
８

－

31

－

２
３
６
５

　年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
住
民
福
祉
課
）

　固

定

資

産

税
（
４
期
）

　国

　
保

　
税
（
９
期
）

　介

護

保

険

料
（
９
期
）

　後
期
高
齢
者
保
険
料
（
８
期
）

　
　納
期
限

　２
月
28
日
（
水
）

死
亡
届

　お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

＊
平
成
30
年
１
月
10
日

　寳
田

　俊
雄
（
満
85
歳
）

＊
平
成
30
年
１
月
20
日

　澤
田

　孝
美
（
満
90
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
戸
籍
の
動
き
》

平
成
30
年
１
月
受
付
分

２
月
の
納
税

平成30年２月20日発行（5） 広 報 新 庄 第432号

勝
木
俊
雄 

博
士 

講
演
会

「
〝
染
井
吉
野
短
命
説
〞
と

　
　
　
　
　
　
　が
い
せ
ん
桜
」

日
時

　３
月
４
日(

日)

13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　（
開
場
13
時
）

会
場

　新
庄
村
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　大
会
議
室

入
場

　無
料

内
容

　サ
ク
ラ
の
研
究
者
と
し
て

高
名
な
勝
木
俊
雄
先
生
を
お
招
き

し
、
染
井
吉
野
の
寿
命
に
関
す
る

研
究
の
成
果
と
「
が
い
せ
ん
桜
」

の
実
地
調
査
を
照
ら
し
な
が
ら
、

今
後
の
「
が
い
せ
ん
桜
」
の
管
理

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

岡山県内の特定最低賃金が改定されました。

必ずチェック！最低賃金   使用者も､労働者も。

◎お問い合わせ先

岡山労働局労働基準部賃金室（℡086－225－2014）

または最寄りの労働基準監督署へ

特定最低賃金(岡山県内) 時間額 発効日

耐火物製造業

鉄鋼業

一般機械器具製造業

電気機械器具製造業

自動車・同附属品製造業

各種商品小売業

899円

916円

892円

830円

877円

909円

835円

平成29年12月10日

平成29年12月14日

平成29年12月21日

平成29年12月1日

平成29年12月20日

平成29年12月16日

平成29年12月20日

船舶製造･修理業
舶用機関製造業

新
庄
村 

都
市
再
生

整
備
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

連
続
シ
リ
ー
ズ
①

魚
井
聖
一 

樹
木
医 

研
修
／
意
見
交
換
会

「
〝
が
い
せ
ん
桜
〞
保
全
の

　
　
　
　
　
　
　現
状
と
課
題
」

日
時

　３
月
23
日(

金)

13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　（
開
場
13
時
）

会
場

　新
庄
村
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　大
会
議
室

入
場

　無
料

内
容

　が
い
せ
ん
桜
の
管
理
業
務

に
長
く
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
魚
井
聖
一
樹
木
医
を
お
招
き
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
治
療
の
経
緯
に

つ
い
て
報
告
い
た
だ
き
、
今
後
の

保
全
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
。

新
庄
村 

都
市
再
生

整
備
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

連
続
シ
リ
ー
ズ
②
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平成30年度　新庄村行事計画

美しいメルヘンの里づくり

ベッキオバンビーノ2018

初出式

がいせん桜まつり2018

スポーツチャレンジデー

総合防災訓練

毛無山山まつり

健康まつり

美しいメルヘンの里づくり

合同運動会

長寿のつどい

ふるさと文化祭

成人式

新春ジョギング大会

行　事　名 平成30年度 備　考

４月１日㈰

４月４日㈬ 

４月７日㈯ 

４月８日㈰ 

４月15日㈰ 

５月30日㈬ 

６月３日㈰ 

６月10日㈰ 

６月12日㈫ 

８月５日㈰ 

８月14日㈫ 

９月９日㈰ 

9月22日㈯～9月23日㈰

10月14日㈰

11月18日㈰ 

１月２日㈬

１月２日㈬ 

新庄村内

道の駅 がいせん桜 新庄宿

新庄小中学校グランド

がいせん桜通り

新庄村内

新庄村内

毛無山三合目ほか

ふれあいセンター

新庄村内

がいせん桜通り

新庄小中学校グランド

新庄村・真庭市蒜山地域

ふれあいセンター

新庄村公民館

新庄村公民館

新庄村内

クラシックカーイベント
しだれ桜通り

道の駅 がいせん桜 新庄宿
リニューアルオープン

夏のがいせん桜まつり
盆踊り大会

新庄-蒜山スーパートレイル
2018
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　昨
年
の
10
月
か
ら
12
月
の
期

間
に
お
い
て
実
施
し
た
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
に
ご
協
力
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　皆
様
の
暖
か
い
お
心
に
よ
り
多

く
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
募
金
総

額
は
１
９
２
，
３
９
３
円
と
な
り

ま
し
た
。

◆
募
金
額
内
訳
◆

【
戸
別
募
金
】
１
３
６
，０
０
０
円

【
協
力
店
募
金
】
１
０
，１
４
３
円

【
職
域
募
金
】  

４
５
，５
５
０
円

【
イ
ベ
ン
ト
募
金
】

　７
０
０
円

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　村
内
無
料
電
話

　
　
　
　
　
　３―

３
１
０
６

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

　今
年
も
各
単
位
ク
ラ
ブ
を
対
象

に
「
つ
ど
い
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
内
容
は
、
①
人
権

教
室
、
②
交
通
安
全
教
室
、
③
総

合
事
業
の
活
動
報
告
で
す
。

　閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
冬
こ
そ
、

老
人
ク
ラ
ブ
員
同
士
が
集
い
、
語

り
、
笑
い
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
人

と
ふ
れ
合
う
こ
と
は
、
健
康
長
寿

の
秘
訣
で
す
。

　12
月
の
活
動
状
況

４
日

　よ
つ
ば
の
つ
ど
い

　
　

 

（
中
町
公
民
館
／
12
名
）

４
日

　安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト

　
　
　講
習
会
参
加
（
11
名
）

　１
月
の
活
動
状
況

24
日

　第
４
回
役
員
会
（
９
名
）

節
分
交
流
会
開
催

　２
月
１
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
保
育
園
児

と
の
節
分
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。　手

作
り
の
お
面
を
つ
け
た
保
育

園
児
の
歌
や
踊
り
の
か
わ
い
ら
し

さ
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
は
、
保
育
園
児
と
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
様
と
協

力
し
て
「
鬼
は
外
。
福
は
内
。
」

の
か
け
声
で
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
保
育
園
の
年
長
さ
ん
が

鬼
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
変
身
し
登
場
。

　鬼
に
連
れ
去
ら
れ
る
子
供
が
い

た
り
、
怖
く
な
り
泣
い
て
し
ま
う

園
児
も
い
ま
し
た
が
、
無
事
に
鬼

を
退
治
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　鬼
退
治
の
後
は
、
み
ん
な
一
緒

に
集
合
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
節

分
交
流
会
の
良
い
記
念
に
な
り
ま

し
た
。

　短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

笑
顔
と
涙
の
絶
え
な
い
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。

第
４
回
役
員
会

　１
月
24
日
、
今
年
度
４
回
目
の

役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　平
成
29
年
度
に
計
画
し
て
い
る

事
業
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、
今

平
成
29
年
赤
い
羽
根

共
同
募
金
集
計
報
告
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後
の
事
業
実
施
日
程
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
30
年
度
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
会
員
増
強
促
進
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
例
年
通

り
、
新
規
加
入
対
象
と
な
る
方

（
平
成
30
年
度
に
満
65
歳
を
迎
え

る
方
及
び
転
入
さ
れ
た
方
）
に
は
、

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
加
入
の
お

願
い
に
お
伺
い
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　３
月
の
予
定

７
日

　女
性
部
研
修
旅
行

　
　

  

（
瀬
戸
田
・
今
治
方
面
）

13
日

　美
作
地
区
老
連
会
長
事
務

　
　
　局
合
同
会
議
（
津
山
市
）

16
日

　岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

　
　
　会
評
議
員
会
（
岡
山
市
）

【
ご
寄
付
】

　
　
　
　１
月
１
日
〜
１
月
31
日

　新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
香
典
返
し

　木
代
芳
典
様

　寳
田
和
儀
様

　

　厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



広 報 新 庄 第432号平成30年２月20日発行（9）

小学校だより小学校だより
　１月２６日（金）、ベアバレースキー場にて全

校スキー教室を実施しました。

　新庄小学校ではこの日の全校スキーのほかにも

低学年は１回、中学年、高学年は２回スキー学習

を行なっています。指導者としてそれぞれ数人ず

つボランティアの方にご協力をいただいています。

少人数の班に分かれレベルに合わせてきめ細やか

な練習を行うことができます。今回の全校スキー

教室でもたくさんの方のご協力で子どもたちはと

ても上達することができました。初めての子もリ

フトに乗って滑って降りてくることができるよう

になりました。上級生はさらに新しい技術を上乗

せすることができました。そしてスキーの楽しさ

を満喫することができました。

　ボランティアの方には大変お世話になりました。

多くの方々に支えられて、新庄小学校の子どもた

ちは豊かな体験をすることができています。心か

ら御礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　（新庄小学校　岡田）

全校スキー教室

　1月は雨の日があったり、１週間雪の降り続く時

があったりと、天候を心配しましたが、今シーズ

ンも蒜山と大山で計４回のスキー教室が、予定通

り実施できました。

　１月はひるぜんベアバレースキー場で3回のス

キー教室を行い、全員がそれぞれにあった技術で、

最も急斜面のフォックスロックコースを滑り降り

るほどに上達していました。２月１日（木）には

だいせんホワイトリゾートで今シーズンの総仕上

げを行いました。全員が長いコースを風を切って

滑り、スキーの楽しさを味わうことが出来ました。

　今シーズン、牧野好正さん、坂本茂樹さん、西

村嘉泰さん、坂本賢治さん、磯田光一さん、黒田

眞路さん、福井学さんをはじめ、多くの方々に大

変お世話になりました。

　スキーは、各人の年齢に応じて楽しめるスポー

ツです。身に付いた技術やマナーは、人との交流

や個人の趣味として生かせていけるものと思いま

す。

　　　　　　　　　　　　（新庄中学校　河井）

スキー教室  ～みんな上達しました～中学校だより中学校だより



再生紙を使用しています
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笑顔いっぱい！
　　　　あったかい！

保育所だより

　このように、郷土文化に触れさせて頂いて本当

にありがたいなぁと思います。

　ご協力頂きました皆様方に紙面をお借りして、

心からお礼を申し上げます。

◎豆まき(節分)
２月２日（金）

「おには～そと！ふくは～うち！」と今年も元気

な声が保育所に響き渡りました。

　年齢毎に工夫したお面をかぶった鬼は逃げなが

らも何だか嬉しそうに見えます。自分の心の中に

いる弱い鬼をしっかり退治した後は、巻き寿司

クッキング！初めて経験する子どももいて、みん

な真剣な表情で自分の巻き寿司をまいていました。

今年の恵方南南東を向いて心の中でお願い事をし

ながら食べました。

　しっかり節分行事に参加した子どもたちの表情

は自信に満ちあふれていました。

　今年も一年、元気な笑顔がたくさん見えますよ

うに！

　　　　　　　　　　　　（保育所　山田）

　立春を迎え暦の上では春ですが、まだまだ寒い

日は続いています。子ども達はこんな寒さもへっ

ちゃら！。雪遊びを楽しみにしている毎日です。

進学・進級も近くなってきました。少しずつ気持

ちの準備もできるようにしながら元気に過ごして

いきたいと思います。

◎とんどさん
１月15日（月）

　とんどさんをしました。年長児は墨を使って書

き初めにも挑戦しました。炎と一緒に空高く舞い

上がる様子をしっかり見届け、健やかな成長を祈

りました。

◎親子でお餅つき
１月26日（金）

　恒例となった親子でお餅つき。これは、『ひめ

のもち普及月間』にちなんだもので、ひめのもち

生産組合と産業建設課のご協力をいただき、参観

日として実施しています。

　つきたてのお餅はとても柔らかくて、美味しく、

たくさんお替わりができました。

　保護者の感想から（抜粋）
☆「ひめのもち」のお餅つきを子どもと一緒にす

ることが出来て、とても楽しかったです。また、

間近で４人での力強いつき方を見せていただき、

親子共々見入ってしまいました。その後のお昼で

のお餅とても美味しかったです。

平成29年度新庄村保育所の管理運営費の一部

には、電源立地地域対策交付金(463万円)が使

われています。


